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　イエスと議員のやりとりを読んで、私たちはどん
な感想をもつでしょうか。私はこの大金持ちにとっ
て、イエスの言葉は衝撃的だったと思います。沢山
の財産がある人ほど、それを手放すのは難しいから
です。彼は子供の頃から律法を忠実に守りながらも、
永遠の命については確信が持てなかったようです。
それをどのようなものと考えていたのか分かりませ
んが、今ある財産の上に更に加わる一つの資産か、
贅
ぜいたく
沢な今の生活をこの先も永遠に続けられる手段と
考えたのでしょうか。
　いずれにしても、彼はイエスから全財産を人に施
せと言われたとき、即座に無理だと諦めました。永
遠の命を自分から求めておきながら、結局は持って
いる財産の方が大事だったわけです。金持ちが神の
国に入るのは難しいとイエスが言う通りでした（24
節）。人がもつ執

しゅうちゃくしん
着心や物欲が凄いものであること

を思い知らされます。
　ロシアの作家ソルジェニーツィンは、ソ連の社会
主義を厳しく批判しながら資本主義にも警

けいしょう
鐘を鳴ら

しました。資本主義社会では際限なく欲望を満たす
人間が現れる、その人間は経済的に破たんする前に
人として倫理的に破たんする、人間というのは取り
入れるだけでなく、同時に捨てるということがある、
それが人間の命の営みだと。
　私たちはそれ程貪

どんよく
欲でなくても、何かを失うこと

をひどく恐れます。あたかもそれが決定的なことで
もあるかのように、失っては悲しみ、無くしては落
ち込むのです。しかし意外にも聖書では捨てること
や失うことの中に、神の恵みがあることが示されて
います。アブラハムは息子イサクを放棄することを

神に命じられ、パウロは古い自分を捨てることで自
由になりました。
　それと同じように、イエスは「神の国のために、家、
妻、兄弟、両親、子供を捨てた者はだれでも…永遠
の命を受ける」（29－30節）と言っています。とい
うことは、捨てるべきものは特定の何かというより、
私たちが執

しゅうちゃく
着するもの、絶対に手放せないもの、そ

れなしには生きられないものであって、それが永遠
の命や神の国を遠ざけていると教えているのでしょ
う。それなら私たちが執着しているものは何でしょ
うか。自分の健康に人一倍こだわる人、家族が命だ
と言う人、自分の信仰や信念に命をかける人、もし
そうならイエスはそれを手放せと言うかもしれませ
ん。
　ある説教のエピソードですが、ある神父が若い頃
事故で意識不明になり、生死をさまよう中、幾度も
夢を見たそうです。崖の木の根に必死につかまり、
手を離したら落ちて死ぬというものでした。それな
のに手を離せという声が上から何度も聞こえ、死に
たくないので必死にしがみつきました。何度目かに
とうとう降参して手を離したら、そこから劇的に回
復して献身するきっかけになったというものです。
　私たちが絶対に手放せないと思っていても、これ
なしにはとうてい生きられないと思っていても、そ
れが本当にそうなのか。むしろその執着そのものが、
その人自身を縛って、本当の命なり生き方を歪

ゆが
めて、

永遠の命や神の国を遠ざけているのではないかとい
うことです。その執着から解放されるとき、もっと
豊かな世界に目が開かれるのかもしれません。
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あなたに欠けているもの
　あなたに欠けているものがまだ一つある。持っている物をすべて売り払い、貧
しい人々に分けてやりなさい。（ルカによる福音書18章22節）
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